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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2020-22529(P2020-22529A)
【公開日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2020-006
【出願番号】特願2018-147347(P2018-147347)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月4日(2021.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作を検出可能な第１検出手段及び第２検出手段と、
　所定の画像を表示可能な表示手段と、
　演出中に前記第１検出手段で操作を検出可能な状況が発生可能であり、当該状況発生後
、前記第１検出手段で操作が検出された場合には前記表示手段に表示されている演出内容
が更新され得る操作演出を制御可能な操作演出制御手段と、
　前記第２検出手段で操作が検出された場合に演出に関する設定情報を変更可能な変更手
段と、を備え、
　前記変更手段は、前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況にお
いても、前記第２検出手段で操作が検出された場合には前記演出に関する設定情報を変更
可能であり、
　前記表示手段は、所定条件が成立したときにデモ画像を表示可能であるが、前記操作演
出中には、前記所定条件は成立せず、
　前記表示手段は、前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況にお
いて前記第１検出手段を操作する旨の画像を表示可能であり、且つ、当該状況において前
記第２検出手段で操作が検出された場合には、前記演出に関する設定情報の変更に関する
画像を表示可能であり、
　前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況において、前記演出に
関する設定情報の変更に関する画像が表示されているときには、前記所定条件は成立せず
、
　前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況において、前記第２検
出手段で操作が検出され、前記演出に関する設定情報が第１情報から当該第１情報と異な
る第２情報に変更された場合、その後、当該操作演出中に前記第１検出手段で操作が検出
された場合には、当該第２情報に応じた態様で前記第１検出手段での操作の検出に応じた
演出を実行可能であり、
　さらに、演出音を出音可能な出音手段を備え、
　前記第２検出手段で操作が検出された場合に変更可能な前記演出に関する設定情報とし
て、少なくとも前記演出音の音量設定情報が含まれ、
　前記出音手段は、遊技者に所定の注意を伝える注意音を出音可能であり、
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　前記注意音は、前記第２検出手段の操作により変更可能な前記音量設定情報の影響を受
けずに、特定の音量で出音可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、従来、例えば、演出用ボタンの操作を伴う操作演出を設けることにより遊技の興
趣を高める遊技機（例えば、特許文献１参照）や、遊技者が遊技に関する情報を閲覧する
ことができる遊技者用メニューの表示機能を備えた遊技機（例えば、特許文献２参照）が
知られている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１３－２５２３１７号公報
【特許文献２】特開２００６－１５０１４５号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、操作演出の発生時に遊技者用メニュー（ガ
イドメニュー）を閲覧できないため、取り急ぎ遊技に関する情報を確認したい場合には不
便であった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、操作演出
の発生時にもガイドメニューの閲覧を可能にし、利便性を高めることが可能な遊技機を提
供することである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　遊技者の操作を検出可能な第１検出手段（例えば、後述の「ボタンＡ」）及び第２検出
手段（例えば、後述のタッチパネル）と、
　所定の画像を表示可能な表示手段（例えば、後述の表示装置１１及びサブ表示装置１８
）と、
　演出中に前記第１検出手段で操作を検出可能な状況が発生可能であり、当該状況発生後



(3) JP 2020-22529 A5 2021.7.26

、前記第１検出手段で操作が検出された場合には前記表示手段に表示されている演出内容
が更新され得る操作演出（例えば、後述の「ボタン押下演出」）を制御可能な操作演出制
御手段と、
　前記第２検出手段で操作が検出された場合に演出に関する設定情報を変更可能な変更手
段と、を備え、
　前記変更手段は、前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況にお
いても、前記第２検出手段で操作が検出された場合には前記演出に関する設定情報を変更
可能であり、
　前記表示手段は、所定条件が成立したときにデモ画像を表示可能であるが、前記操作演
出中には、前記所定条件は成立せず、
　前記表示手段は、前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況にお
いて前記第１検出手段を操作する旨の画像を表示可能であり、且つ、当該状況において前
記第２検出手段で操作が検出された場合には、前記演出に関する設定情報の変更に関する
画像を表示可能であり、
　前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況において、前記演出に
関する設定情報の変更に関する画像が表示されているときには、前記所定条件は成立せず
、
　前記操作演出中で且つ前記第１検出手段で操作を検出可能な状況において、前記第２検
出手段で操作が検出され、前記演出に関する設定情報が第１情報から当該第１情報と異な
る第２情報に変更された場合、その後、当該操作演出中に前記第１検出手段で操作が検出
された場合には、当該第２情報に応じた態様で前記第１検出手段での操作の検出に応じた
演出を実行可能であり、
　さらに、演出音を出音可能な出音手段を備え、
　前記第２検出手段で操作が検出された場合に変更可能な前記演出に関する設定情報とし
て、少なくとも前記演出音の音量設定情報が含まれ、
　前記出音手段は、遊技者に所定の注意を伝える注意音を出音可能であり、
　前記注意音は、前記第２検出手段の操作により変更可能な前記音量設定情報の影響を受
けずに、特定の音量で出音可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記構成の本発明の遊技機によれば、操作演出の発生時にもガイドメニューの閲覧が可
能となり、利便性を高めることができる。
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